
データ収集様式の検討 
 

 データ収集様式（A） 

対象事例 

• 地質リスク未然防止 

（構想、計画、設計、工事、運用段階） 

• 地質条件の判断修正 

• 過大設計修正 

• コスト縮減 

 

直接的利用 

• 設計変更の経緯説明 

• VE 効果の計量 

• 地質技術者の実績評価 

• 工事報告書の充実 

データ収集様式の統一・蓄積・共有化 

• 地質リスク研究（リスク計量化・マネジメントシステム）の発展 

• マネジメントツール（ガイドライン、プロセスマネジメントシステムなど）開発 

• 地質技術の取引・妥当投資の概念導入 

データ収集様式（B） 

対象事例 

• 地質リスクの発現 

（設計、工事、運用段階） 

• 地質条件の判断修正 

• 設計変更 

• コスト増大 

 

直接的利用 

• 設計変更の経緯説明 

• コスト増大要因の説明 

• 工事報告書の充実 

データベース 

 • マネジメントの内容 

（いつ、誰が、何を） 

• 費 用 

（当初工事費、対等費、最終工事費） 

• TECRIS、CORINS との対応    等 

• 事業概要 

（発注者、工種、地域） 

• 地域特性 

（地質区分、地下水条件） 

• リスクの種類 

（リスク区分、発現時期、予防時期） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

地質リスクマネジメント 
 

事例分析
 

データ様式の検討
 

のための

と 
 

 

 

－地質リスクの共同研究のお勧め－ 
 

コスト縮減 

コスト形成プロセスの説明 

地質リスク関連情報の共有化 

地質リスク研究の促進 
 
 

 

構 想  計 画  設 計  工 事  運 用  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

構想段階で発注者側に地

質専門家を配置 

・リスクの洗い出し 

・リスク低減検討 

 （チェックリスト） 

・リスクマネジメント計画

 （プロセス設計） 

悲観的リスク 

予見し難き条件に

よるリスク増大 

基準 

基準 

勾配 

楽観的リスク 

データベース（成功・失敗） 

プロセス管理 

計量化 リスクの引渡 開示（合意形成） 効果の確認 

ガイドライン 

基準 

プロセスマネジメントのイメージ 

地質（に係わる事業）リスク ＝ 事業コスト損失とその不確実性 
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事例分析手順 
 

－数値データによるマネジメント効果のシミュレーション－

発注者による事例の選定（A.B） 

研究チームの編成・シナリオ議論 

文献資料調査 

（シナリオを実証するデータ） 

ヒアリング 

（関係者への確認） 

現地踏査 

討  議 

分  析 

• リスク事象の特定 

• リスク発現（回避）に至るプロセスの想定 

• 因果関係の想定 

• リスクの計量化方法の想定 

• リスクマネジメントのシミュレーション    等

• 事業概要・工事概要 

• 地質条件・解明のプロセス 

• 当初設計・設計変更のプロセス 

• 当初工事費・工事費変更プロセス 

• トラブルの内容・対応のプロセス 

• 対応策と費用 

• 技術者の判断のプロセス           等

• 当初設定シナリオの確認 

• 計量化・定量的説明方法 

• 効果の算定方法・シミュレーション 

• データ収集項目・様式のあり方       等

成果の内容 

• 工事概要・地質の特性 

• リスク事象（トラブル発生、トラブル予防など） 

• データの所在 

• リスクの計量化（実績値、予測値） 

• 因果関係モデル（条件仮定、効果予測） 

• プロセスマネジメントのあり方（いつ、誰が、何を） 

• 地質調査妥当投資額の考え方 

• 求められる技術顧問の能力 

• 必要なデータ項目・様式など                  等 

地質リスクマネジメント研究論文 

（学識経験者・発注者・受注者共同研究） 

発注者におけるコスト縮減計画 

 

地質リスクマネジメントの事例 
 

 

その他

工期

費用（③－①+②）リスクマネジメン
トの効果

受益者

間接的な影響項目

変更工期

③変更工事費

工事変更の内容変更工事の内容
（含：調査・設計

・対策）
（因果関係の果）

②合計

対策工

修正設計

追加調査費用

対策工

修正設計

追加調査内容
リスク対応の実際

判断に必要な情報

判断の内容

判断した者

判断（した）時期リスク管理の実際
（リスクを減少さ
せた判断）
（因果関係の因）

工事への影響

回避した事象

予測されたトラブル

予測されたリスク発現
時期リスク回避事象

当初工期

①当初工事費

工事概要

工種

工事名

発注者
対象工事

その他

工期

費用（③－①+②）リスクマネジメン
トの効果

受益者

間接的な影響項目

変更工期

③変更工事費

工事変更の内容変更工事の内容
（含：調査・設計

・対策）
（因果関係の果）

②合計

対策工

修正設計

追加調査費用

対策工

修正設計

追加調査内容
リスク対応の実際

判断に必要な情報

判断の内容

判断した者

判断（した）時期リスク管理の実際
（リスクを減少さ
せた判断）
（因果関係の因）

工事への影響

回避した事象

予測されたトラブル

予測されたリスク発現
時期リスク回避事象

当初工期

①当初工事費

工事概要

工種

工事名

発注者
対象工事

その他
工期

費用
（(①+②）-(③+④)）

費用（②-③）リスクマネジメン
トの効果

工期

④工事費

工事概要

想定工事

③合計
対策工

調査

対応費用

判断に必要な情報
対応（すべき）内容
対応（すべき）者

対応（すべき）時期
リスク管理の理想
像（改善によりリ
スクが減少したで
あろう対応）
（因果関係の因）

負担者
間接的な影響項目

変更工期

②合計

変更工事

対策工

修正設計

追加調査

変更費用

変更工事
対策工事
修正設計内容
追加調査の内容変更工事の内容

（含：調査・設計
・対策）

（因果関係の果）

工事への影響
トラブルの原因

トラブルの内容

リスク発現時期
リスク発現事象

当初工期
①当初工事費
工事概要
工種
工事名
発注者

対象工事

その他
工期

費用
（(①+②）-(③+④)）

費用（②-③）リスクマネジメン
トの効果

工期

④工事費

工事概要

想定工事

③合計
対策工

調査

対応費用

判断に必要な情報
対応（すべき）内容
対応（すべき）者

対応（すべき）時期
リスク管理の理想
像（改善によりリ
スクが減少したで
あろう対応）
（因果関係の因）

負担者
間接的な影響項目

変更工期

②合計

変更工事

対策工

修正設計

追加調査

変更費用

変更工事
対策工事
修正設計内容
追加調査の内容変更工事の内容

（含：調査・設計
・対策）

（因果関係の果）

工事への影響
トラブルの原因

トラブルの内容

リスク発現時期
リスク発現事象

当初工期
①当初工事費
工事概要
工種
工事名
発注者

対象工事

調査項目（A.地質リスクを回避した事例） 調査項目（B.地質リスクが発現した事例） 

① 斜面、切り土 ・・・・・ ２１

② 支持層・基礎 ・・・・・ １７

調査 ～ 設計 ２６

施工 １３

トンネル（９）、橋梁（６）、

地すべり（５）、ダム（５）、

のり面（５）

国と地方自治体同じくらい

A表（リスク回避事例） 41件

地方自治体が多い発注者

調査 ～ 設計 ５

施工 ４３
段 階

のり面（１２）、地すべり（８）

トンネル（７）

工 事

B表（リスク発現事例） 52件

① 斜面、切り土 ・・・・・ ２１

② 支持層・基礎 ・・・・・ １７

調査 ～ 設計 ２６

施工 １３

トンネル（９）、橋梁（６）、

地すべり（５）、ダム（５）、

のり面（５）

国と地方自治体同じくらい

A表（リスク回避事例） 41件

地方自治体が多い発注者

調査 ～ 設計 ５

施工 ４３
段 階

のり面（１２）、地すべり（８）

トンネル（７）

工 事

B表（リスク発現事例） 52件

全地連内部情報によるケーススタディ 

 


